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に 収め られた 物語は 空間的な広が りの 点で

頗る貧しい と言わ な くて は な らな い 。 読み

手に 空間を意識 させ る もの で 頻繁に 現れる

の は ，登場 人物 の 場所の 移動で あるが，登

場人物の 行 動は物語の 時間の 形成 と密接に

結び つ くもの で あるた め ， よ り強 く感受 さ

れ る の は ， 空 間的な広 が りで は な く， む し

ろ時 閲 の 縄過 の 方で あ る 。

　即ち，空間の 把握は時間の 把握に 従属し

て い る の で ある 。 シ モ ソ に よる物語に おけ

る ， 時間把握の 空 間把握 に対す る圧倒的優

位は
，

ア ウ エ ル バ
ッ

ハ が 『ミ メ ー シ ス 』 冒

頭に 於 い て 創 世記をそ の 例 に と っ て 明 らか

1・c した よ うに ，享受者 の 信仰を前提 に して

書か れた 宗教文学の 特徴 と考える こ とがで

きる
。

「開音節 の 法則」 の 一
般化 に 関す る 老察

原 求　　作

　 ロ シ ア 語 の形成期に お い て 強い 拘束力を

持 っ た 法則 の ひ とつ に 「開音節の 法則」が

あ る 。
こ れは ， 「b ，b の 脱落以前は ，単語

は すべ て 開音節 （母音で終わ る音節）の み

を持 つ もの で なければな らなか っ た」とい

うもの で あ る 。

　こ の 法則 の 力に よ っ て ， 卩 シ ア 語 の 中に

多 くの 不 規則変化が生 じて くる 。 ポ ル ノ グ

ラ ス ィ エ の 問題 ， 鼻母音の 問題 ， な ど， ロ

シ ア語史上 の 重 大な問題 の 中に も，
こ の 法

則 との 関わ りの 中で考えなければな らない

もの が数多い 。

　 「開音節の 法則」に つ い て は ，
卩 シ ア 語

史 の 木の 中に 述べ られて い ない ， とい うこ

とは な い し ，
．多くの 学者に よ っ て 詳細 な研

究がな され て い る 。 た だ し ， そ の
一

般化の

試み は ，必ずし も十分に お こ なわれて い る

とは い えな い
。

　た とえば golOva （rOllOBa ） とい う語は ，

（go −！o・va ）と音節が切れ る 。 すべ て の 音節

が 母音 で終わ っ て い るか ら ， 開音節の法則

に 抵触する と こ ろ は な い
。

一
方 ，

znakU

（3HaK5 ） とい う単語 は zna −kU （3Ha ・1〈’b）

の よ うに 音節が切れ る 。 賃（5 ）は 古 く母音

で あ るか ら ，
こ れ も 「開音節の 法則」に抵

触の する とこ ろ の ない 単語だ が ， こ こ で z

と n あい だに 音節の 切れ 目が 存在し な い
，

とい うこ とを説 明す る積極的な理 由をみ つ

け る の は むずか しい
。

こ の 問題 に 対す る解

答は ，

一
般 に 子音 の ソ ノ リ テ ィ の 問題 との

関わ りの 中で 示 され る こ とが 多 い が ， 「ど

の よ うな子音連続 が音節 の 切 れ 日を形作 り，

どの よ うな 子音連続が音節の 切れ 口を形作

らない か 」とい う問 い に対す る明確な解答

が出 され て い るわ け で は ない
。

　発表者は各種の 著書の 記述を参考に しな

が ら ，
コ ソ ピ ・L−一タ も利用 してそ の 不備を

補い 「5 ，
h の 脱落以 前に 存在す る こ とが可

能で あ っ た 子音連続」がい か な るもの で あ

るか を考えて み た 。非常に 広 い 範囲で 観察

され る子音連続 と，ご く限 られた環境の 中

で しか 観察する こ との で きない 子音連続が

ある の で
，

2 つ の ク ラ ス に 分けて 分析の 結

果を示 して み る （限られた 環境で しか あら

われ ない 子音連続に つ い て ，そ の 環境を指

摘す る こ とは 紙数の 都合上 で きない
。

また
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3 つ 以 上 の 子音が連続する ケ ース に つ い て

は ，現在検討中な の で 省略す る）が，そ の

際に 注意 して お か な くて は な ら ない こ とが

い くつ か あ る 。

  以下 の 分析は 「5 ，
b の 脱落」以前 の P

　シ ア 語の み に あて は ま る も の で あ る 。

　 「s ，
b の 脱落」 がお こ る と，

　 P シ ア 語 の

　音節構造は 根本的 に 変化す る 。

とい う現代 ロ シ ア 語の 常識 は ， 「開音節

の 法 則」が聞題に な る よ うな時期 （よ り

llE確に い えば 半軟子音 の 1歓子音化が お こ

る以前）に お け る ロ シ ア 語で は 通用しな

くな る， とい うこ とで ある 。

一
般に 史的

音韻論の レ ヴ ェ ル で は ， 子 音が 口蓋化す

る と子音 の 性質その もの が変化す る の で ，

こ の 点は 現代 ロ シ ア 語 とま っ た く違 う。

例外は 1 ，
r ，n の 3 つ だけで ある

。

  　こ こで対象に す るの は t 占代教会 ス ラ

　 ヴ語 と古代 ロ シ ア 語の 両者で あ る 。 両者

　の 音韻構造に は 若干 の 差 異 が あ る が ，

「開音節の 法 則」に 関わ る部分の みを い う

と ， ご く
一
部 を除 い て 大差は ない （そ の わ

ずか な相違 に つ い て は こ こで は 触れ ない ）。

  現代 ロ シ ア 語の 子音の 硬軟 と， 古語の

　子音 の 硬軟の あい だに は ， 別の言語間 の

　違い の よ うな違 い がある 。 その 詳細に 触

　れ る こ とは 紙数の 関係上 で きない が ，

…

　番重要なの は 「2 つ の 子音が連続 した 時 ，

　後続 の 子音が 口 蓋化 して軟子音に なれば

　先行 の 子音 も口蓋化 して軟子 音に な る」

広範閉に 認め られ る子音連続

　　sp ，　 st ，　sk ，
　 sv

，
　sm
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限定 され た環境で認め られ る子音連統
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「待 つ 」 タ イ プ
， 「信 じ る 」 タ イ プ の 動詞

冒

田幸 安 佳 子

　0， 日本語表現 に お い て 「を」 とい う助

詞を とる動詞 で ， ロ シ ア語に お きか え る と

前畳詞を伴わ ない 生格，与格で 補語が表示

され る もの が ある 。 H〈JlaTb　noe3Aa ・BePK ）

My ＞Ky ．前者を 厂待 つ 」 タ イ プ
， 後者を 「信

じる」 タ イ プ の 動詞 と し て ， そ の 特 徴 を

「補語の 見え方」 の 観点か ら考察 した 。

　 1． 「待 つ 」 タ イ プ の 動詞

　動詞 20000 の 中で
， 生格 の み を要求す る

動詞は 51 ， 対格 また は 生格を 要求す る動詞

は 408 数え られ た が ， こ の タ イ プ の 動詞 は

後者 に属 し、中で も生格要求の 割合 の 大き
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